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(57)【要約】
【課題】表示品質を向上させることができる液晶表示パ
ネル及びこれを有する液晶表示装置。
【解決手段】液晶表示装置は、ゲート及びデータ制御信
号と画像データを出力するタイミング制御部、ゲート制
御信号に基づいてスキャン信号を出力するゲート駆動部
、データ制御信号に基づいて画像データを画素電圧に変
換して出力するデータ駆動部、及び第１方向に延長され
るｎ個のゲートラインと、第１方向に垂直な第２方向に
延長されるｍ＋１個のデータラインと、第１方向にｍ個
、第２方向にｎ個がマトリックス状に配列される多数の
画素を具備する液晶表示パネルを含む。各画素は、デー
タラインに沿ってジグザグ状態に形成されるスイッチン
グ素子を含み、一番目データラインと最後データライン
は互いに接続される。従って、カラム反転方式の駆動を
通してドット反転方式のような表示を行い、また，消費
電力を減少させることができ、表示品質を向上させるこ
とができる。
【選択図】　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ゲート制御信号及びデータ制御信号と画像データを出力するタイミング制御部と、
前記ゲート制御信号によってスキャン信号を出力するゲート駆動部と、
前記データ制御信号によって前記画像データを画素電圧に変換して出力するデータ駆動部
と、
前記スキャン信号を伝達するために第１方向に延長されるｎ（ｎは、１以上の自然数）個
のゲートライン、前記画素電圧を伝達するために前記第１方向に垂直な第２方向に延長さ
れるｍ＋１（ｍは、自然数）個のデータライン、及び前記ゲートラインと前記データライ
ンとが交差される領域にそれぞれ形成される前記第１方向にｍ個、前記第２方向にｎ個が
マトリックス状態に配列される複数の画素を具備する液晶表示パネルと、を含み、
前記複数の画素の各々は、前記ゲートライン及び前記データラインに接続されるスイッチ
ング素子を含み、
前記ｎ個のゲートラインのうち、奇数番目の前記ゲートラインに接続される前記スイッチ
ング素子の各々は、該スイッチング素子の左側又は右側のどちらか一方の同じ側に位置す
る前記データラインと接続され、偶数番目の前記ゲートラインに接続される前記スイッチ
ング素子の各々は、該スイッチング素子の左側又は右側のどちらか前記奇数番目の前記ゲ
ートラインに接続される前記スイッチング素子の各々が接続される側とは異なる側に位置
する前記データラインと接続され、
前記ｍ＋１個のデータラインのうち、１番目の前記データラインとｍ＋１番目の前記デー
タラインとは、前記データ駆動部と前記ゲート駆動部を通して互いに接続されることを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記複数の画素は、それぞれ前記スイッチング素子に接続される画素電極を更に含むこ
とを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記スイッチング素子は、前記ゲートラインを通して印加されるゲート信号によってタ
ーンオンされ、前記データラインを通して印加されるデータ信号を前記画素電極に印加す
ることを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示パネル及びこれを有する液晶表示装置に関し、より詳細には、表示品
質を向上させると共に、消費電力を減少させることができる液晶表示パネル及びこれを有
する液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶表示装置は、液晶を利用して画像を表示する平板表示装置の一つであって
、他のディスプレイ装置に比して薄いうえに軽く、また、低い駆動電圧及び低い消費電力
を有するという長所があるため、産業全般にかけて広範囲に使用されている。
【０００３】
　このような液晶表示装置は、外部から印加される画像信号によって液晶の光透過率を調
節することで画像を表示する。このため、液晶表示装置は、多数の画素がマトリックス状
に配列される液晶表示パネル及び前記液晶表示パネルを駆動するための駆動回路を具備す
る。
【０００４】
　液晶表示パネルは、上部基板と下部基板及び２つの基板間に介在する液晶とで構成され
る。このような液晶表示パネルには、ｍ個のデータラインとｎ個のゲートラインが互いに
交差するように形成され、ｍ×ｎ個の画素がマトリックス状に配置される。又、各画素に
はデータラインとゲートラインの交差部に形成されるスイッチング素子である薄膜トラン
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ジスタ（以下、ＴＦＴと称する）が形成される。この際、同一の水平ラインに配置される
ＴＦＴのゲート端子は同一のゲートラインに接続し、同一の垂直ラインに配置されるＴＦ
Ｔのソース端子は同一のデータラインに接続させる。又、各ＴＦＴのドレイン端子は各画
素に形成される画素電極に接続させる。従って、ＴＦＴは、ゲートラインを通して印加さ
れるスキャンパルスに応答してターンオンし、データラインを通して印加される画素電圧
を画素電極に供給する。
【０００５】
　駆動回路は、タイミング制御部、ゲート駆動部、及びデータ駆動部を含む。ゲート駆動
部は、タイミング制御部の制御のもとで、スキャンパルスを生成し、そのスキャンパルス
をゲートラインに順次、印加する。データ駆動部は、タイミング制御部の制御のもとで、
画像信号を画素電圧に変換した後、ゲートラインのうちいずれか一つにスキャンパルスが
供給される時毎にデータラインのそれぞれに画素電圧を印加する。
【０００６】
　このような液晶表示装置は、液晶の劣化を減少させ、画質を改善するために、画素電圧
の極性を時間的、空間的に反転させる反転駆動方式によって駆動される。
【０００７】
　液晶表示装置の反転駆動方式には、画素電圧の極性反転形態によって、フレーム反転方
式、ライン反転方式、カラム反転方式、及びドット反転方式等に分けられる。
【０００８】
　フレーム反転方式は、奇数フレームの間は、全ての画素に正極性（＋）の画素電圧を印
加し、偶数フレームの間は、全ての画素に負極性（－）の画素電圧を印加する。このよう
なフレーム反転方式は、フレーム間で、画素に充電される電圧の変動が大きいので、フリ
ッカーが激しく発生するという問題がある。
【０００９】
　図１及び図２は、ライン反転方式を説明するための図である。
【００１０】
　ライン反転方式は、液晶表示パネルに供給される画素電圧の極性が、図１及び図２に示
すように、液晶表示パネル上のゲートライン毎に、そしてフレーム毎に反転される。この
ようなライン反転方式は、水平方向の画素間のクロストークが存在して、水平ライン間に
縞模様パターンのようなフリッカーが発生するという問題点がある。
【００１１】
　図３及び図４は、カラム反転方式を説明するための図である。
【００１２】
　カラム反転方式は、液晶表示パネルに供給される画素電圧の極性が、図３及び図４に示
すように、液晶表示パネル上のデータライン及びフレーム毎に反転される。このようなカ
ラム反転方式は、垂直方向の画素間にクロストークが存在して、垂直ライン間に縞模様パ
ターンのようなフリッカーが発生するという問題がある。
【００１３】
　図５及び図６は、ドット反転方式を説明するための図である。
【００１４】
　ドット反転方式は、図５及び図６に示すように、それぞれの画素に水平及び垂直方向に
隣接する全ての画素と相反する極性の画素電圧が供給され、フレーム毎に全ての画素電圧
の極性が反転される。即ち、ドット反転方式は、図５のように奇数フレームで左側上端の
画素から右側の画素に進行する毎に、そして下側の画素に進行する毎に、正極性（＋）及
び負極性（－）が交互に示されるように画素電圧がそれぞれの画素に供給される。または
、図６に示すように、偶数フレームでは、全ての画素の画素電圧が上記と反対に極性が反
転される。このようなドット反転方式は、垂直及び水平方向に隣接した画素間に発生され
るフリッカーが互いに相殺されるので、他の反転方式に比して改善された画質を提供する
ことができる。
【００１５】



(4) JP 2011-150371 A 2011.8.4

10

20

30

40

50

　しかしながら、ドット反転方式では、データ駆動部からデータラインに供給される画素
電圧の極性が水平及び垂直方向に反転されなければならないので、他の反転方式に対して
画素電圧の変動量、即ち、画素電圧の周波数が高くなり、消費電力が大きくなるという短
所がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　従って、本発明の目的は、表示品質を向上させると共に、消費電力を減少させることが
できる液晶表示パネルを提供することにある。
【００１７】
　又、本発明の他の目的は、前記した液晶表示パネルを有する液晶表示装置を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　前述した本発明の目的を達成するための液晶表示パネルは、ゲートライン、データライ
ン、及び多数の画素を含む。
【００１９】
　ゲートラインは、第１方向に延長されるｎ（１以上の自然数）個のラインで構成される
。
【００２０】
　データラインは、第１方向に垂直な第２方向に延長されるｍ（１以上の自然数）＋１個
のラインで構成され、これらのうち、一番目データラインと最後データラインは互いに接
続される。
【００２１】
　多数の画素は、ゲートラインとデータラインが交差する領域にそれぞれ形成され、第１
方向にｍ個、第２方向にｎ個がマトリクス状に配列される。
【００２２】
　それぞれの画素は、ゲートライン及びデータラインに接続されるスイッチング素子を含
む。スイッチング素子のうち、ａ（奇数又は偶数）番目の水平ラインに形成されるスイッ
チング素子は、左側に位置するデータラインと接続され、ａ＋１番目水平ラインに形成さ
れるスイッチング素子は、右側に位置するデータラインに接続される。
【００２３】
　本発明の他の目的を達成するための液晶表示装置は、タイミング制御部、ゲート駆動部
、データ駆動部、及び液晶表示パネルを含む。
【００２４】
　タイミング制御部は、ゲート制御信号、データ制御信号、及び画像データを出力する。
【００２５】
　ゲート駆動部は、ゲート制御信号のもとで、スキャン信号を出力する。
【００２６】
　データ駆動部は、データ制御信号のもとで、画像データを画素電圧に変換して出力する
。
【００２７】
　液晶表示パネルは、スキャン信号を送信するために、第１方向に延長されるｎ（１以上
の自然数）個のゲートライン、画素電圧を出力するために、第１方向に垂直な第２方向に
延長されるｍ（１以上の自然数）＋１個のデータライン、及びゲートラインとデータライ
ンが交差される領域にそれぞれ形成され、第１方向にｍ個、第２方向にｎ個がマトリック
ス状に配列される多数の画素を含む。ここにおいて、ｍ＋１個のデータラインのうち、一
番目データラインと最後データラインは互いに接続される。
【００２８】
　それぞれの画素は、ゲートライン及びデータラインに接続されるスイッチング素子を含
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む。スイッチング素子のうち、ａ（奇数又は偶数）番目水平ラインに形成されるスイッチ
ング素子は左側に位置するデータラインに接続され、ａ＋１番目水平ラインに形成される
スイッチング素子は右側に位置するデータラインに連結される。
【００２９】
　前記タイミング制御部は、ａ番目水平ラインに対応する画像データを出力する場合は、
入力される順序に従って画像データをデータ駆動部に出力し、ａ＋１番目水平ラインに対
応する画像データを出力する場合は、入力される画像データを１ラインずつシフトさせて
出力する。
【００３０】
　又、本発明の他の目的を達成するための液晶表示装置は、液晶表示パネル、ゲート駆動
部、及びデータ駆動部を含む。
【００３１】
　液晶表示パネルは、第１方向に延長されるｎ（１以上の自然数）個のゲートライン、第
１方向に垂直な第２方向に延長されるｍ（１以上の自然数）＋１個のデータライン、及び
ゲートラインとデータラインの交差部に形成され、隣接した２つのデータライン間で第２
方向に沿って互いに異なるデータラインに交互に接続されるスイッチング素子を含む。
【００３２】
　ゲート駆動部は、ゲートラインにスキャン信号を供給する。
【００３３】
　データ駆動部は、データラインに画素電圧を供給する。
【００３４】
　ここにおいて、ｍ＋１個のデータラインのうち、一番目のデータライン又は最後のデー
タラインには、一定のレベルの共通電圧が印加される。
【発明の効果】
【００３５】
　このような液晶表示パネル及びこれを有する液晶表示装置によると、カラム反転方式の
駆動方法を用いてドット反転方式の画像を表示することができる。これによって表示品質
を向上させ消費電力を減少させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】ライン反転方式を説明するための図である。
【図２】ライン反転方式を説明するための図である。
【図３】カラム反転方式を説明するための図である。
【図４】カラム反転方式を説明するための図である。
【図５】ドット反転方式を説明するための図である。
【図６】ドット反転方式を説明するための図である。
【図７】本発明の一実施例による液晶表示パネルを示す図である。
【図８】本発明の一実施例による液晶表示装置を示す図である。
【図９】図８に図示された液晶表示装置の駆動順序を説明するための図である。
【図１０】本発明の他の実施例による液晶表示装置を示す図である。
【図１１】本発明の更なる他の実施例による液晶表示装置を示す図である。
【図１２】本発明の更なる他の実施例による液晶表示装置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下、添付図面を参照して、本発明の好ましい実施例をより詳細に説明する。
【００３８】
　図７は、本発明の一実施例による液晶表示パネルを示す図である。
【００３９】
　図７を参照すると、本発明の一実施例による液晶表示パネル１００は、ｎ個のゲートラ
イン（ＧＬ１、...、ＧＬｎ）、ｍ＋１個のデータライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ＋１）、
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及びｍ×ｎ個の画素１１０を含む。ここにおいて、ｎとｍは１以上の自然数である。
【００４０】
　それぞれのゲートライン（ＧＬ１、...、ＧＬｎ）は水平方向である第１方向に延長さ
れ、互いに一定間隔だけ離隔してｎ個が形成される。それぞれのデータライン（ＤＬ１、
...、ＤＬｍ＋１）は垂直方向である第２方向に延長され、ゲートライン（ＧＬ１、...、
ＧＬｎ）と絶縁されて、ｍ＋１個が形成される。画素１１０は、ゲートライン（ＧＬ１、
...、ＧＬｎ）とデータライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ＋１）の交差によって設けられた画
素領域、即ち、ゲートライン（ＧＬ１、...、ＧＬｎ）とデータライン（ＤＬ１、...、Ｄ
Ｌｍ＋１）によって囲まれた領域にｍ×ｎ個がマトリックス状に形成される。
【００４１】
　各画素１１０は、スイッチング素子１１２及び画素電極１１４を含む。スイッチング素
子１１２は薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）で構成され、ゲートライン（ＧＬ１、...、ＧＬ
ｎ）とデータライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ＋１）の交差部に隣接して形成される。
【００４２】
　各スイッチング素子１１２のゲート端子は、ｎ個のゲートライン（ＧＬ１、...、ＧＬ
ｎ）のうち、いずれか一つに接続され、ソース端子（又は、ドレイン端子）はｍ＋１個の
データライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ＋１）のうち、いずれか一つに接続される。又、各
スイッチング素子１１２のドレイン端子（又は、ソース端子）は、画素電極１１４に接続
される。従って、スイッチング素子１１２は、ゲートライン（ＧＬ１、...、ＧＬｎ）を
通して印加されるスキャンパルスに応答してターンオンし、データライン（ＤＬ１、...
、ＤＬｍ＋１）を通して印加される画素電圧を画素電極１１４に供給する。
【００４３】
　一例として、同一の水平ラインに配置されるスイッチング素子１１２のゲート端子は、
一つの同一のゲートライン（ＧＬ１、...、ＧＬｎ）に接続させる。反面、同一の垂直ラ
インに配置されるスイッチング素子１１２のソース端子は、隣接した２つのデータライン
（ＤＬ１、...、ＤＬｍ＋１）間で水平ライン毎に交互に互いに異なる隣接したデータラ
イン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ＋１）に接続させる。
【００４４】
　具体的に、奇数番目ゲートライン（ＧＬ１、ＧＬ３、ＧＬ５、...）に接続された奇数
番目水平ラインのスイッチング素子１１２は、自己を基準として左側に位置するデータラ
イン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ）にそれぞれ接続される。反面、偶数番目ゲートライン（Ｇ
Ｌ２、ＧＬ４、ＧＬ６、...）に接続された偶数番目水平ラインのスイッチング素子１１
２は、自己を基準として右側に位置するデータライン（ＤＬ２、...、ＤＬｍ＋１）にそ
れぞれ連結される。これによって、各データライン（ＤＬ１、ＤＬ２、ＤＬ３、...）は
、垂直方向に各データライン（ＤＬ１、ＤＬ２、ＤＬ３、...）を中心に左側に位置した
スイッチング素子１１２と右側に位置したスイッチング素子１１２に交互に接続される。
従って、奇数番目水平ラインに位置する画素電極１１４は、自己を基準として左側に隣接
するデータライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ）を通じて正極性（＋）又は負極性（－）の画
素電圧の印加を受け、偶数番目水平ラインに位置する画素電極１１４は自己を基準として
右側に隣接するデータライン（ＤＬ２、...、ＤＬｍ＋１）を通して正極性（＋）又は負
極性（－）の画素電圧の印加を受ける。
【００４５】
　本実施例において、奇数番目水平ラインに位置するスイッチング素子１１２は、それの
左側に位置するデータライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ）に接続され、偶数番目水平ライン
に位置するスイッチング素子１１２は、それの右側に位置するデータライン（ＤＬ２、..
.、ＤＬｍ＋１）に接続される。しかしながら、奇数番目水平ラインに位置するスイッチ
ング素子１１２は、それの右側に位置するデータライン（ＤＬ２、...、ＤＬｍ＋１）に
接続され、偶数番目水平ラインに位置するスイッチング素子１１２はそれの左側に位置す
るデータライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ）に接続されてもよい。
【００４６】
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　本実施例による液晶表示パネル１００は、カラム反転方式によって駆動される。即ち、
奇数番目データライン（ＤＬ１、ＤＬ３、ＤＬ５、...）と偶数番目データライン（ＤＬ
２、ＤＬ４、ＤＬ６、...）には、互いに相反する極性の画素電圧が印加される。又、各
データライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ＋１）を基準としてジグザグ状態に接続されたスイ
ッチング素子１１２のために、水平期間毎に画素電圧をそのまま印加を受けるか、あるい
は、１ラインずつシフトされた画素電圧の印加を受けることにより、実際にはドット反転
方式と同様の画像を表示することになる。
【００４７】
　一方、外部から液晶表示パネル１００に入力される画素電圧は、水平方向の画素１１０
の個数と同一のｍ個のデータライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ又はＤＬ２、...、ＤＬｍ＋１
）を通して印加される。これによって、ｍ＋１個のデータライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ
＋１）のうち、一番目データラインＤＬ１又は最後のデータラインＤＬｍ＋１は、実際に
は画素電圧が印加されないダミーデータラインになる。このようなダミーデータラインは
、信号が入力されないフローティング状態を有するため、隣接した画素１１０に悪影響を
及ぼして、表示品質を劣化させる。即ち、フローティング状態のダミーデータラインと隣
接した画素１１０の間には寄生キャパシタが存在し、このような寄生キャパシタによって
周辺画素１１０に印加される画素電圧がダミーデータラインに微細に伝達される。従って
、ダミーデータラインの周辺に位置する画素１１０は、不安定な画素電圧の印加を受け、
これによって表示品質が劣化するという問題が発生する。
【００４８】
　このような問題点を解決するために、本実施例では一番目データラインＤＬ１と最後デ
ータラインＤＬｍ＋１が互いに接続される。このように、一番目データラインＤＬ１と最
後データラインＤＬｍ＋１を互いに連結することにより、フローティング状態のダミーデ
ータラインを除去することができ、全ての画素１１０に適切な画素電圧を印加することが
できる。
【００４９】
　以下に、液晶表示パネル１００を有する液晶表示装置について説明する。
【００５０】
　図８は、本発明の一実施例による液晶表示装置を示す図である。
【００５１】
　図８を参照すると、本発明の一実施例による液晶表示装置１０００は、液晶表示パネル
１００、タイミング制御部２００、ゲート駆動部３００、及びデータ駆動部４００を含む
。本実施例において、液晶表示パネル１００は、図７に図示された液晶表示パネル１００
と同じ構成を有するため、同じ図面符号を使用し、重複する説明は省略する。
【００５２】
　タイミング制御部２００は、外部のグラフィックカード（図示せず）から供給されるデ
ジタルの画像データをデータ駆動部４００に出力する。又、タイミング制御部２００は、
自己に入力される水平及び垂直同期信号（Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃ）を用いて、ゲート駆
動部３００及びデータ駆動部４００にそれぞれ必要なゲート制御信号ＧＣＳ及びデータ制
御信号ＤＣＳを出力する。ここにおいて、ゲート制御信号ＧＣＳは、ゲートスタートパル
スＧＳＰ、ゲートシフトクロックＧＳＣ、及びゲート出力イネイブルＧＯＥ等を含む。デ
ータ制御信号ＤＣＳは、データシフトクロックＤＳＣ、データスタートパルスＤＳＰ、極
性制御信号ＰＯＬ、及びデータ出力イネイブルＤＯＥ等を含む。
【００５３】
　ゲート駆動部３００は、タイミング制御部２００から入力されるゲートスタートパルス
ＧＳＰ、ゲートシフトクロックＧＳＣ、及びゲート出力イネイブルＧＯＥ等のゲート制御
信号ＧＣＳを用いて、ゲートライン（ＧＬ１、...、ＧＬｎ）に順次にスキャンパルスを
供給する。スキャンパルスは、各水平ラインのスイッチング素子１１２を水平ライン単位
で順次にターンオンさせることにより、画像データが供給されるスキャンラインを選択す
る。このために、ゲート駆動部３００は、スキャンパルスを順次に生成するシフトレジス
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タ（図示せず）と、スキャンパルスの電圧のスウィング幅を各画素の駆動に適してシフト
させるレベルシフタ（図示せず）を含む。
【００５４】
　データ駆動部４００は、タイミング制御部２００から入力されるデータシフトクロック
ＤＳＣ、データスタートパルスＤＳＰ、極性制御信号ＰＯＬ、及びデータ出力イネイブル
ＤＯＥ等のデータ制御信号ＤＣＳの制御によって画像データをデータライン（ＤＬ１、..
.、ＤＬｍ＋１）に供給する。データ駆動部４００は、入力されるｍ個の画像データをア
ナログ信号である画素電圧に変換し、変換されたｍ個の画素電圧をスキャンパルスに同期
する水平期間毎にデータライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ＋１）に順次に供給する。ここに
おいて、データ駆動部４００は、外部のガンマ電圧発生部（図示せず）から供給される正
極性（＋）又は負極性（－）のガンマ電圧を用いて、デジタル信号である画像データをア
ナログ信号である画素電圧に変換する。本実施例において、一番目データラインＤＬ１と
最後のデータラインＤＬｍ＋１は互いに接続されているため、一番目データラインＤＬ１
と最後のデータラインＤＬｍ＋１には同じ画素電圧が印加される。
【００５５】
　本実施例において、データ駆動部４００は、カラム反転方式でデータライン（ＤＬ１、
...、ＤＬｍ＋１）に画素電圧を供給する。即ち、データ駆動部４００は、奇数番目デー
タライン（ＤＬ１、ＤＬ３、ＤＬ５、...）と偶数番目データライン（ＤＬ２、ＤＬ４、
ＤＬ６、...）で互いに相反する極性の画素電圧を供給する。又、データ駆動部４００は
、各データライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ＋１）を基準にジグザグ状態に配列されたスイ
ッチング素子１１２のために、水平期間毎に画素電圧をそのまま供給するか、あるいは、
１ラインずつシフトさせて供給する。従って、液晶表示パネル１００は、カラム反転方式
で極性が変換され供給される画素信号を利用してドット反転方式で表示することができる
。
【００５６】
　一例として、データ駆動部４００によってカラム反転方式で極性が反転されるｍ個の画
素電圧は、スキャンパルスに同期して水平期間毎に、データライン（ＤＬ１、...、ＤＬ
ｍ＋１）に順次に供給される。この際、奇数番目水平ラインの画素電圧は、そのまま第１
乃至第ｍデータライン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ）のそれぞれに供給される反面、偶数番目
水平ラインの画素電圧は、右側に１ラインずつシフトされ、第２乃至第ｍ＋１データライ
ン（ＤＬ２、...、ＤＬｍ＋１）のそれぞれに供給される。
【００５７】
　具体的に、各画素に印加される画素電圧を示す図９を参照して説明する。
【００５８】
　図９は、図８に図示された液晶表示装置の駆動順序を説明するための図である。図８及
び図９を参照して説明すると、データ駆動部４００から出力されるｍ個の画素電圧は、赤
色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の画素電圧を含み、赤色、緑色、青色の画素電圧は順
次、反復するように配列される。データ駆動部４００は、第１ゲートラインＧＬ１にスキ
ャンパルスが印加される第１水平期間（ｔ１）の間、奇数番目データライン（ＤＬ１、Ｄ
Ｌ３、ＤＬ５、...）を通じて奇数番目の画素１１０に正極性（＋）の画素電圧を供給す
る一方、偶数番目のデータライン（ＤＬ２、ＤＬ４、ＤＬ６、...）を通して偶数番目の
画素１１０には負極性（－）の画素電圧を供給する。その後、データ駆動部４００は、第
２ゲートラインＧＬ２にスキャンパルスが印加される第２水平期間（ｔ２）の間、画素電
圧を右側に１ラインずつシフトさせて偶数番目データライン（ＤＬ２、ＤＬ４、ＤＬ６、
...）を通して奇数番目画素１１０に負極性（－）の画素電圧を供給し、奇数番目データ
ライン（ＤＬ３、ＤＬ５、ＤＬ７、...）を通して偶数番目画素１１０には正極性（＋）
の画素電圧を供給する。
【００５９】
　より具体的に、第１ゲートラインＧＬ１にスキャンパルスが印加される第１水平期間（
ｔ１）の間、データ駆動部４００はｍ個の画素電圧（（Ｒ１）１、（Ｇ１）１、（Ｂ１）
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１、（Ｒ１）２、...、（Ｒ１）ｂ、（Ｇ１）ｂ、（Ｂ１）ｂ）を第１乃至第ｍデータラ
イン（ＤＬ１、...、ＤＬｍ）にそれぞれ供給する。ここで、ｂはｍ／３である。この際
、一番目データラインＤＬ１と最後データラインＤＬｍ＋１は互いに接続しているので、
最後データラインＤＬｍ＋１には、一番目データラインＤＬ１と同様の画素電圧（Ｒ１）
１が供給される。
【００６０】
　反面、第２ゲートラインＧＬ２にスキャンパルスが印加される第２水平期間（ｔ２）の
間、データ駆動部４００はｍ個の画素電圧（（Ｒ２）１、（Ｇ２）１、（Ｂ２）１、...
、（Ｂ２）ｂ－１、（Ｒ２）ｂ、（Ｇ２）ｂ、（Ｂ２）ｂ）を右側に１ラインずつシフト
させて、第２乃至第ｍ＋１データライン（ＤＬ２、...、ＤＬｍ＋１）にそれぞれ供給す
る。この際、第１データラインＤＬ１には、最後データラインＤＬｍ＋１と同じ画素電圧
（Ｂ２）ｂが供給される。
【００６１】
　又、第３ゲートラインＧＬ３にスキャンパルスが印加される第３水平期間（ｔ３）の間
、データ駆動部４００は、ｍ個の画素電圧（（Ｒ３）１、（Ｇ３）１、（Ｂ３）１、（Ｒ
３）２、...、（Ｒ３）ｂ、（Ｇ３）ｂ、（Ｂ３）ｂ）を第１乃至第ｍデータライン（Ｄ
Ｌ１、...、ＤＬｍ）にそれぞれ供給する。この際、最後のデータラインＤＬｍ＋１には
、第１データラインＤＬ１と同じ画素電圧（Ｒ３）１が供給される。
【００６２】
　このように、データ駆動部４００がカラム反転方式で駆動すると同時に、偶数番目水平
ライン毎に画素電圧を１ラインずつシフトさせて供給することにより、液晶表示パネル１
００の画素１１０は、ドット反転方式と同様に表示される。又、一番目データラインＤＬ
１と最後データラインＤＬｍ＋１が互いに接続することにより、一番目データラインＤＬ
１又は最後のデータラインＤＬｍ＋１にはフローティング状態ではなくなり、適切な極性
と画素電圧が供給され、表示品質の低下を防止することができる。
【００６３】
　しかしながら、本実施例のように、一番目データラインＤＬ１と最後のデータラインＤ
Ｌｍ＋１を液晶表示パネル１００上で互いに接続させた場合、一番目データラインＤＬ１
と最後のデータラインＤＬｍ＋１の長さが、他のデータライン（ＤＬ２、...、ＤＬｍ）
よりも長さが長くなり、ＲＣデレイ（ｄｅｌａｙ）による信号歪を引き起こす可能性があ
る。
【００６４】
　図１０は、本発明の他の実施例による液晶表示装置を示す図である。
【００６５】
　図１０を参照すると、本発明の他の実施例による液晶表示装置２０００は、液晶表示パ
ネル６００、タイミング制御部２００、ゲート駆動部３００、及びデータ駆動部５００を
含む。本実施例において、タイミング制御部２００及びゲート駆動部３００は、図８に図
示されたものと同じ構成を有するので、同じ図面符号を付与し、重複する説明は省略する
。
【００６６】
　液晶表示パネル６００の一番目データラインＤＬ１と最後データラインＤＬｍ＋１は、
液晶表示パネル６００上ではなく、データ駆動部５００を通して互いに接続される。即ち
、データ駆動部５００の内部には、一番目データラインＤＬ１と最後データラインＤＬｍ
＋１を接続するための別の導電ライン等の接続手段（接続ライン）が設けられる。しかし
ながら、このように、データ駆動部５００を通して一番目データラインＤＬ１と最後デー
タラインＤＬｍ＋１を接続してもＲＣデレイによる信号歪が発生する可能性がある。
【００６７】
　そこで、本実施例において、データ駆動部５００は、ＲＣデレイによる信号歪を最小化
するための補償回路５１０をさらに含む。一例として、補償回路５１０は、ＲＣデレイを
補償するためのＯＰ－ＡＭＰで構成してもよい。
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【００６８】
　図１１は、本発明の更なる他の実施例による液晶表示装置を示す図である。
【００６９】
　図１１を参照すると、液晶表示パネル６００の一番目データラインＤＬ１と最後データ
ラインＤＬｍ＋１は、データ駆動部５００及びゲート駆動部３００を通して互いに接続さ
れる。具体的に、データ駆動部５００及びゲート駆動部３００には、一番目データライン
ＤＬ１と最後データラインＤＬｍ＋１を互いに接続させるための、別の導電ラインの接続
手段が設けられる。一番目データラインＤＬ１は、外部に延長されるゲート駆動部３００
に設けられた接続手段と接続され、最後データラインＤＬｍ＋１はデータ駆動部５００に
設けられた接続手段と接続される。ゲート駆動部３００及びデータ駆動部５００の接続手
段は、それぞれ外部に延長して互いに接続される。
【００７０】
　この際、液晶表示パネル６００、ゲート駆動部３００、及びデータ駆動部５００は、互
いに電気的な接続のため、導電配線を含むフレキシブル印刷回路基板（図示せず）が用い
られてもよい。一方、本実施例において、一番目データラインＤＬ１と最後データライン
ＤＬｍ＋１の接続によって発生するＲＣデレイを補償するための補償回路５１０は、デー
タ駆動部５００又はゲート駆動部３００に形成される。
【００７１】
　以上、フローティング状態のダミーデータラインによる表示品質低下を防止するために
、一番目データラインＤＬ１と最後データラインＤＬｍ＋１を互いに接続する実施例につ
いて説明した。以下、ダミーデータラインによる表示品質の低下を防止するための更なる
他の実施例について説明する。
【００７２】
　図１２は、本発明の更なる他の実施例による液晶表示装置を示す図である。
【００７３】
　図１２を参照すると、本発明の更なる他の実施例による液晶表示装置４０００は、液晶
表示パネル７００、タイミング制御部２００、ゲート駆動部３００、及びデータ駆動部４
００を含む。本実施例において、液晶表示パネル７００を除いた残り構成は、図８に図示
したものと同じであるため、同じ構成要素には同じ図面符号を付与し、重複する説明は省
略する。
【００７４】
　本実施例において、液晶表示パネル７００の一番目データラインＤＬ１と最後のデータ
ラインＤＬｍ＋１は互いに接続しない。これによって、ｍ＋１個のデータライン（ＤＬ１
、...、ＤＬｍ＋１）のうち、一番目データラインＤＬ１又は最後データラインＤＬｍ＋
１は、実際に画像データが入力されないダミーデータラインになる。ダミーデータライン
は、信号が印加されないフローティング状態を有し、このようなフローティング状態によ
って周辺画素１１０には不規則的な画素電圧が印加される。
【００７５】
　このように、ダミーデータラインに不規則的な画素電圧が印加されることを防止するた
めに、液晶表示パネル７００の一番目データラインＤＬ１又は最後データラインＤＬｍ＋
１には一定のレベルの共通電圧Ｖｃｏｍが印加される。従って、ダミーデータラインに接
続された画素１１０には常に共通電圧Ｖｃｏｍが印加されるので、ダミーデータラインに
接続された画素１１０は、ノーマリホワイトモードでは常にホワイトを維持し、ノーマリ
ブラックモードでは常にブラックを維持する。
【００７６】
　一方、図示していないが、ダミーデータラインを処理するための他の方法として、一番
目データラインＤＬ１又は最後のデータラインＤＬｍ＋１のダミーデータラインとそれぞ
れ最も隣接するデータライン（ＤＬ２又はＤＬｍ）を互いに接続する方法と、一番目デー
タラインＤＬ１又は最後のデータラインＤＬｍ＋１のダミーデータラインとそれぞれ二番
目に隣接するデータライン（ＤＬ３又はＤＬｍ－１）を互いに接続する方法がある。
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【００７７】
　一番目データラインＤＬ１又は最後データラインＤＬｍ＋１のダミーデータラインとそ
れぞれ最も隣接するデータライン（ＤＬ２又はＤＬｍ）を互いに接続する場合は、最もエ
ッジに配置された２つの画素には殆ど同じ画素電圧が印加される。この場合、ダミーデー
タラインの不安定性を除去することができるが、最もエッジに配置された２つの画素では
ドット反転ではないカラム反転と同じ極性を有することになる。
【００７８】
　反面、一番目データラインＤＬ１又は最後データラインＤＬｍ＋１のダミーデータライ
ンとそれぞれ二番目に隣接するデータライン（ＤＬ３又はＤＬｍ－１）を互いに接続する
場合は、一番目データラインＤＬ１又は最後データラインＤＬｍ＋１のダミーデータライ
ンとそれぞれ二番目に隣接するデータライン（ＤＬ３又はＤＬｍ－１）には、殆ど同じ画
素電圧が印加される。この場合、ダミーデータラインの不安定性を除去すると共に、ダミ
ーデータラインに適切な極性の画素電圧が印加される。
【産業上の利用可能性】
【００７９】
　このような液晶表示パネル及びこれを有する液晶表示装置によると、各画素に含まれる
スイッチング素子はデータラインに沿ってジグザグ状態に配置され、データ駆動部はカラ
ム反転方式で駆動すると共に、偶数番目水平ライン毎に画素電圧を１ラインずつシフトさ
せて出力する。これにより、カラム反転方式の駆動でドット反転方式の表示をすることが
でき、また，消費電力を減少させることができる。
【００８０】
　又、一番目データラインと最後データラインを互いに接続することにより、一番目デー
タラインＤＬ１又は最後データラインＤＬｍ＋１はフローティング状態ではなく、適切な
極性及び画素電圧が供給され、表示品質の低下を防止することができる。
【００８１】
　以上、本発明の実施例について詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発明
が属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離れる
ことなく、本発明を修正または変更できる。
【符号の説明】
【００８２】
１００　　液晶表示パネル
１１０　　画素
１１２　　スイッチング素子
１１４　　画素電極
２００　　タイミング制御部
３００　　ゲート駆動部
４００　　データ駆動部



(12) JP 2011-150371 A 2011.8.4

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(13) JP 2011-150371 A 2011.8.4

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(14) JP 2011-150371 A 2011.8.4

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(15) JP 2011-150371 A 2011.8.4

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｅ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｂ          　　　　　

(72)発明者  リー・ビー・ウォン
            大韓民国　ギョンギード　４４９－８４０　ヨンギンーシ　ドンチェンドング　８６２　ヒュンダ
            イホームタウン　２０８－１７０１
Ｆターム(参考) 2H092 GA26  JA24  JB32  JB46  NA26  PA06 
　　　　 　　  2H193 ZA04  ZC04  ZC07  ZC13  ZC16  ZC26  ZD13  ZD32  ZF21  ZF31 
　　　　 　　        ZF35  ZF36  ZP03 
　　　　 　　  5C006 AA16  AC21  AC26  AF35  AF42  AF43  AF50  AF59  AF83  BB16 
　　　　 　　        BB27  BC06  BC23  BF03  FA22  FA47 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD05  DD06  DD26  EE29  FF11  FF12  JJ01  JJ02 
　　　　 　　        JJ03  JJ06 



专利名称(译) 液晶显示面板和具有该液晶显示面板的显示装置

公开(公告)号 JP2011150371A 公开(公告)日 2011-08-04

申请号 JP2011093610 申请日 2011-04-20

[标]申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

申请(专利权)人(译) 三星电子有限公司

[标]发明人 オージュンハク
チャイチョンチュル
リービーウォン

发明人 オー·ジュン·ハク
チャイ·チョン·チュル
リー·ビー·ウォン

IPC分类号 G02F1/133 G02F1/1368 G09G3/36 G09G3/20

CPC分类号 G09G3/3614 G09G3/3648 G09G2300/0426 G09G2320/0209

FI分类号 G02F1/133.550 G02F1/1368 G09G3/36 G09G3/20.612.J G09G3/20.621.M G09G3/20.611.E G09G3/20.
611.A G09G3/20.621.B

F-TERM分类号 2H092/GA26 2H092/JA24 2H092/JB32 2H092/JB46 2H092/NA26 2H092/PA06 2H193/ZA04 2H193
/ZC04 2H193/ZC07 2H193/ZC13 2H193/ZC16 2H193/ZC26 2H193/ZD13 2H193/ZD32 2H193/ZF21 
2H193/ZF31 2H193/ZF35 2H193/ZF36 2H193/ZP03 5C006/AA16 5C006/AC21 5C006/AC26 5C006
/AF35 5C006/AF42 5C006/AF43 5C006/AF50 5C006/AF59 5C006/AF83 5C006/BB16 5C006/BB27 
5C006/BC06 5C006/BC23 5C006/BF03 5C006/FA22 5C006/FA47 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080
/DD05 5C080/DD06 5C080/DD26 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/FF12 5C080/JJ01 5C080/JJ02 
5C080/JJ03 5C080/JJ06 2H192/AA24 2H192/CC62 2H192/FA01 2H192/GD61

优先权 1020040010931 2004-02-19 KR

其他公开文献 JP5296829B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)
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1条数据线和第一方向 以及一种液晶显示面板，其具有在第二方向上排
列成矩阵的大量像素。 每个像素包括沿着数据线以Z字形形成的开关元
件，并且第一数据线和最后一条数据线彼此连接。 因此，可以通过驱动
列反转方法来执行类似于点反转方法的显示，降低功耗，并改善显示质
量。 [选择图]图5
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